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を目的とし，平成 13 年度から平成 18 年度までの東北大学学生相談所の学生相談活動を対象とし
て，東北大学学生相談所という一つの学生相談機関の活動を通しての実践研究，同時にその学生
相談機関を対象とした事例研究ともいえる研究をとりまとめたものである。














第 4 章から第 7 章までは学生相談の多水準活動モデ、ノレ」に基づいて，東北大学学生相談所の
学生相談活動を 6 水準に整理し，各水準の活動の特徴と意義を明らかにした。









第 6 章では，水準 5 の活動，すなわち，学外の組織・機関を対象とした活動の意義を検討し，
学生支援や学生相談に関わる教職員の援助，学生相談についての共通認識の形成という意義があ
ることを示した。
第 7 章では，水準 O の活動，すなわち，学生相談機関およびスタッフを対象とした活動の意義
について検討し，学生相談の援助活動の基盤を作るための活動としての機能や，この水準の活動
を学生相談活動に含むことの重要性を明らかにした。




















本的な視点、をもっ。それは，学生個人を「文脈内存在としての個人 (person-in-context) J として，
学生相談機関を「文脈内存在としての組織 (organization-in-context) J としてとらえるものであ
る。第二に，本モデ、ルは学生相談機関の役割・貢献の範囲を示している。それは，学生相談が大
学教育の一環として明確に位置づけられるための学生相談活動の方向性を表すものである。第三
に，本モデルは学生相談の基盤作りの活動を学生相談活動のーっとして位置づけるものである。
従来，学生相談活動が単に個人あるいはマイクロシステムへの働きかけとしてとらえられていた
こととは対照的に，学生相談機関やスタッフを対象とした活動をも学生相談活動に含めた点は，
本モデ、ルによって初めて示された新しい視点である。
一方，対象が 1 つの大学であり普遍性が若干不十分である，提唱された多水準モデ、ルの各水準
の意義・関連についてやや不明確であるとの課題が指摘される。しかし、対象となった東北大学
は，学生相談活動に関しては日本において、もっとも充実した先駆的な存在で，今後の日本の学
生相談活動における重要なモデ、ルとなりえる存在であり，この研究成果の価値は大きいといえる。
また、提唱された多水準モデルについては， 日本の学生相談活動の実情に適合させたものとして
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は初めてといっていい試みであるため，理論的構築にやや不十分さが残ることは否めない。しか
し，日本の学生相談活動について，コミュニティ心理学的視点から詳細かつ包括的に探求したも
のはこれまでになく，今後、より普遍的なモデ、/レ形成のための礎となるものであり，斯界に大き
く貢献したということができる。
よって，本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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